





1 ─ 1 ．本稿の目的はなにか？
1 ─ 2 ．どのような視点と範囲でまとめたか？
2 ．産業用ロボット、ME 革命、IT（ITC）革命が経済と雇用に及ぼした影響
2 ─ 1 ．産業用ロボットは高度経済成長期の雇用にどのような影響を及ぼしたか？
2 ─ 2 ．ME 革命はバブル期の経済や雇用にどのような影響を及ぼしたか？
2 ─ 3 ．	産業用ロボットや ME 革命はなぜスムーズに雇用現場で受け入れられたのか？
2 ─ 4 ．	IT 革命（ICT 革命）はバブル崩壊後の経済や雇用にどのような影響を及ぼ
したか？
2 ─ 5 ．	アベノミクスと働き方改革によって日本社会はどのような方向に進もうとし
ているか？
3 ．AI 時代の経済・雇用・法整備に求められる視点
3 ─ 1 ．次世代ロボットの開発が意識されたきっかけはなにか？
3 ─ 2 ．AI を搭載したロボットとはなにか？
3 ─ 3 ．AI 革命によって今後の雇用にどのような変化が生じると予想されるか？
3 ─ 4 ．人間が AI に雇用を奪われたり支配されたりするようになるか？
3 ─ 5 ．AI 時代に求められるルールの視点は何か？
3 ─ 6 ．AI やロボットの安全性に関する法的責任はどうなるか？
3 ─ 7 ．AI やロボットの利活用が現在の雇用関係のルールの解釈にどのような影響を
及ぼすか？
3 ─ 8 ．	AI の普及が本格化すると雇用関係のルールはどのような方向に動いていくか？
4 ．ロボティクスと介護
4 ─ 1 ．介護ロボットとはなにか？
4 ─ 2 ．介護ロボットの開発はなぜ急がれなければならないか？
4 ─ 3 ．	介護ロボットの開発に向けての日本政府の取り組みや支援はどうなっている
か？
4 ─ 4 ．介護ロボットの開発や利活用を促進させるために必要な視点はなにか？
4 ─ 5 ．介護ロボットの利活用が介護分野の雇用にどのような効果を及ぼすか？
















































































































































































































































































































としての AI を適切に利活用できる能力、すなわち、AI の判断を具体的な仕事に
応じて再判断し、自らの責任ある行動がとれる能力・経験・スキルが求められる。
























数値化・特定化・固定化することはできない。ここにこそ、人間が AI および AI
を通じて他者と共生する作法やルールを改めて考えるヒントがある36）。
























































































































































































































































































































































































































































































































転職に直結して生活困窮状態に陥る危険性が高まる。なお、今日では、ICT や AI の進
化によって知的労働に分類される職種も数多く失われ、雇用機会が奪われるという懸念


































































メイニー「ウォール街を襲う AI リストラの嵐」ニューズウィーク日本版、2017年 8 月
3 日）。
26）	 　平成27年 6 月、総務省は、近未来に A I 搭載機器が幅広い分野で人間に近い能力を発
揮するとする趣旨の報告をしている（「インテリジェント化が加速する ICT の未来像に
関 す る 研 究 会 報 告 書 」　https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ii
cp01_02000031.html）。
27）	 　2013年にオックスフォード大学の C・B・フライと M・A・オズボーンが「約47％の雇
用がコンピューターに代替される」と主張した論文（Carl	Benedikt	Frey	and	Michael	
A.	Osborne,	THE	FUTURE	OF	EMPLOYMENT:	HOW	SUSCEPTIBLE	ARE	JOBS	





















































31）	 　技術的には、例えば英国の A I 企業 DeepMind は、A I が人間のコントロールを拒否
または危害を加える動きに対する非常停止装置を開発したと公表している（https://dee
pmind.com/）。



























2004年 8 月）で述べた「ロボット 3 原則」（ロボットは、1 ．人間に危害を加えない。ま
た、人間が危害にあうのを見逃さない。2 ．人間からの命令に、上記 1 に反しない限り、
─　　─110
通信教育部論集　第23号（2020年 8 月）


































































































































































61）	 　厚生労働省「介護ロボットの開発・普及の促進」（ 1 ．介護ロボットとは）　https://
www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000209634.html













64）	 　厚生労働省の調査によれば、2018年現在、65歳以上の人のいる世帯は全世帯の約 5 割
であり、世帯別では、夫婦のみの世帯（32.3％）、単独世帯（27.4％）、親と未婚の子の























例えば、石橋未来「介護離職の現状と課題」（大和総研政策調査部、2019年 1 月 9 日）
を参照。　https://www8.cao.go.jp/kisei-kaikaku/suishin/meeting/wg/hoiku/20190109
/190109hoikukoyo01.pdf）。
67）	 　例えば、介護労働安定センターの調査によれば、約 7 割程度の施設が介護職員数の不
足を感じていると回答している。不足の原因は「採用の困難」が約 9 割、その具体的な
理由は「同業他社との獲得競争」（人材不足）と「低い労働条件」となっている（「平成30
年度介護労働実態調査結果」（資料提供日：令和元年 8 月 9 日）　http://www.kaigo-
center.or.jp/report/pdf/2019_chousa_kekka.pdf）。






















































































































































大内伸哉『AI 時代の働き方と法─2035年の労働法を考える』（弘文堂、2017年 1 月）




















弥永真生・宍戸常寿『ロボット・AI 法』（有斐閣、2018年 4 月）
吉川弘之監修『ロボット・ルネッサンス：人間とロボットは共存できるか』（三田出版会、
1994年11月）
米山公啓『AI 時代に「頭がいい」とはどういうことか』（青春出版、2018年 8 月）
内閣府「人工知能と人間社会に関する懇談会（最終確認日：2020年 4 月 7 日）　https://
www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/ai/index.html
平井卓也「AI 戦略（有識者提案）及び人間中心の AI 社会原則（案）について」（平成31年 3 月）




究会報告書」（平成29年 3 月）（最終確認日：2020年 4 月 7 日）　https://www.mhlw.go.jp/
file/04-Houdouhappyou-11602000-Shokugyouanteikyoku-Koyouseisakuka/0000166533.
pdf
